
改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
六
章

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
の
対
象
手
続
（
第
三
十
二
条

第
三
十

九
条
）

（
新
設
）

第
七
章

雑
則
（
第
四
十
条
・
第
四
十
一
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
三
十
二
条
・
第
三
十
三
条
）

附
則

附
則

（
意
見
の
聴
取
）

（
意
見
の
聴
取
）

第
六
条

法
第
二
十
四
条
第
一
項
（
法
第
二
十
六
条
第
三
項
又
は
第
二
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
原
因
関
係
者
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
場
合
に
は
、
意
見
の
提
出
期
限

を
定
め
て
、
当
該
原
因
関
係
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条

法
第
二
十
四
条
第
一
項
（
法
第
二
十
六
条
第
三
項
又
は
第
二
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
原
因
関
係
者
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
場
合
に
は
、期
日
を
定
め
、

出
頭
を
求
め
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
意
見
の
提
出
は
、
文
書
又
は
口
頭
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
原
因
関
係
者
が
出

頭
し
て
意
見
を
述
べ
る
と
き
は
、
期
日
を
指
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

原
因
関
係
者
が
指
定
し
た
期
日
に
出
頭
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
期
日
ま
で
に
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

原
因
関
係
者
が
正
当
な
理
由
な
く
通
知
し
た
期
限
ま
で
に
意
見
を
提
出
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
意
見
を
述
べ

る
機
会
を
与
え
た
も
の
と
み
な
す
。

３

原
因
関
係
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
指
定
し
た
期
日
に
出
頭
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
意
見
を
述
べ
る
機

会
を
与
え
た
も
の
と
み
な
す
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
公
述
の
要
請
）

（
公
述
の
要
請
）

第
十
五
条

委
員
会
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
選
定
し
た
公
述
人
の
ほ
か
、
事
案
の
性
質
上
関
係
者
又
は
学
識
経

験
の
あ
る
者
の
意
見
を
聴
く
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
意
見
聴
取
会
へ
の
出
席

を
求
め
て
、
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条

委
員
会
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
選
定
し
た
公
述
人
の
ほ
か
、
事
案
の
性
質
上
関
係
者
又
は
学
識
経

験
の
あ
る
者
の
意
見
を
聴
く
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
意
見
聴
取
会
に
出
頭
を

求
め
て
、
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
公
述
書
の
代
読
）

（
公
述
書
の
代
読
）

第
二
十
三
条

公
述
人
が
、
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
意
見
聴
取
会
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
と
き

は
、
主
宰
者
の
指
名
し
た
者
に
よ
る
公
述
書
の
朗
読
を
も
っ
て
公
述
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条

公
述
人
が
、
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
意
見
聴
取
会
に
出
頭
で
き
な
か
っ
た
と
き

は
、
主
宰
者
の
指
名
し
た
者
に
よ
る
公
述
書
の
朗
読
を
も
っ
て
公
述
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
の
対
象
手
続

（
新
設
）

（
定
義
）

第
三
十
二
条

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用

語
の
例
に
よ
る
。

（
新
設
）

（
申
請
等
に
係
る
電
子
情
報
処
理
組
織
）

第
三
十
三
条

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織

は
、
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
、
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
委
員

会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
通
信
で
き
る
機
能
を
備
え
た
も
の
と
を
電
気
通
信

回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
と
す
る
。

（
新
設
）

（
申
請
等
の
入
力
事
項
等
）

第
三
十
四
条

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に

よ
り
申
請
等
を
行
う
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
前
条
の
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

機
か
ら
入
力
し
て
、
申
請
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
等
を
行
う
者
が
、
第
二
号
に
掲
げ

る
事
項
を
入
力
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
添
付
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
面
等
を
提

出
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
申
請
等
に
つ
き
規
定
し
た
法
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
等
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項

（
新
設
）

二

当
該
申
請
等
に
つ
き
規
定
し
た
法
令
の
規
定
に
よ
り
添
付
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
面
等
に
記
載
さ

れ
又
は
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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